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平
成
24
年
３
月
10
日
（
土
）、
サ
ン

セ
ー
ル
盛
岡
に
お
い
て
平
成
23
年
度

第
２
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

社
団
法
人
で
あ
る
本
会
は
主
務
官
庁

へ
の
新
年
度
事
業
等
の
届
出
を
前
年

度
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
事
業
計
画
と
予
算
は
例
年
、
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
総
会
で
審
議

さ
れ
て
い
る
。

　
総
会
は
定
款
に
定
め
ら
れ
た
正
会

員
34
名
中
、
本
人
出
席
16
名
、
委
任

状
０
名
、
書
面
表
決
書
提
出
18
名
に

よ
っ
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
総
会
で

は
議
長
に
洋
野
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

北
野
澤
純
一
氏
が
選
出
さ
れ
、
第
１

号
議
案
の
23
年
度
補
正
予
算
、
第
２

号
議
案
24
年
度
事
業
計
画
、
第
３
号

議
案
24
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て
審

議
が
進
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
な
お
本
会
は
現
在
、
一
般
社
団
法

人
へ
の
移
行
認
可
申
請
中
で
あ
り
、

認
可
さ
れ
次
第
、
新
た
な
定
款
に
基

づ
い
た
運
営
と
な
る
こ
と
に
も
関
わ

り
、
評
議
員
選
出
を
行
わ
な
い
こ
と
、

ま
た
、
両
磐
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

が
一
関
地
方
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
名
称

変
更
さ
れ
る
旨
の
連
絡
が
あ
り
、
了

承
さ
れ
た
後
、定
刻
に
至
り
閉
会
し
た
。

平
成
24
年
度
の

事
業
計
画
及
び

予
算
が
確
定

平
成
23
年
度
第
２
回
通
常
総
会

平成 24 年度予算のあらまし
Ⅰ事業活動収支の部 単位 : 円
1. 事業活動収入
　基本財産運用収入 0
　特定資産運用収入 0
　世帯割会費収入（200 円） 18,860,000
　共済掛金収入（600 円） 64,380,000
　補助金等収入 0
　寄付金収入 0
　雑収入 528,000
　　事業活動収入計 83,768,000
2. 事業活動支出
　事業費支出 71,484,164
　管理費支出 5,459,550
　他会計への繰入金支出 0
　　事業活動支出計 76,943,714
　　事業活動収支差額 6,824,286
Ⅱ投資活動収支の部
1. 投資活動収入
　特定資産取崩収入 160,000
　　投資活動収入計 160,000
2. 投資活動支出
　基本財産取得支出 0
　特定資産取得支出 4,556,000
　固定資産取得支出 160,000
　　投資活動支出計 4,716,000
　　投資活動収支差額 △ 4,556,000
Ⅲ財務活動収支の部
　　財務活動収入計 0
　　財務活動支出計 0
　　財務活動収支差額 0
Ⅳ予備費支出 1,008,286
　　　当期収支差額 1,260,000
　　　前期繰越収支差額 43,000,000
　　　次期繰越収支差額 44,260,000
（注）収支予算書は公益法人会計における3区分の様式により作成
※詳細は単位PTA事務局に送付してある平成 24 年度第 1回通常
総会議案書をご参照ください。
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成
24
年
度

 

岩
手
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

兼
「
第
34
回
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」

第
１
次
審
査
会
の
結
果

小
学
校
の
部

最
優
秀
賞

「
ふ
き
の
と
う
」

 

鱒
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
秀
賞

「
み
ど
り
」 

緑
が
丘
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
動
輪
」 

江
釣
子
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
良
賞

「
ぎ
ん
な
ん
」 

岩
谷
堂
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
蘭
梅
」 

山
目
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
だ
い
に
ち
」 

遠
野
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

「
北
陵
」 

北
陵
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
秀
賞

「
東
風（
こ
ち
）」

 

一
関
東
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

優
良
賞

「
た
か
や
ぐ
ら
」

 

見
前
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
勇
躍
の
丘
」 

千
厩
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

講
評

《
優
れ
て
い
た
と
こ
ろ
》

・
写
真
の
配
置
等
レ
イ
ア
ウ
ト
が

工
夫
さ
れ
て
い
る
作
品
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

・
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を
特
集

し
、
地
域
の
顔
が
見
え
る
記
事

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

・
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
連
載
記
事
を

盛
り
込
み
、評
価
を
す
る
な
ど
、

深
ま
り
の
あ
る
作
品
が
み
ら
れ

ま
し
た
。

・
問
題
提
起
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
呼

び
か
け
な
ど
、
工
夫
し
た
企
画

が
あ
り
ま
し
た
。

・
手
作
り
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
作

品
が
あ
り
ま
し
た
。

《
今
後
に
期
待
す
る
こ
と
》

・
校
報
的
な
作
品
も
あ
り
ま
し
た

の
で
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
を
意
識

す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

・
年
間
テ
ー
マ
を
決
め
て
連
載
す

る
と
一
貫
性
が
あ
る
内
容
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
意
思
形
成
（
組

織
力
を
高
め
る
）
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
掲
載
が
あ
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。

・
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
パ
イ
プ

役
と
な
る
必
要
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

（
審
査
委
員
長
　
岩
手
県
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
文
化
課
社
会
教
育

主
事
　
久
保
田
純
子
）

審
査
委
員

・
県
教
委
生
涯
学
習
文
化
課 

久
保
田
純
子

・
学
識
経
験
者 

柴
田

　
禮
司

・
県
小
学
校
長
会
副
会
長 

小
野

　
國
彦

・
県
中
学
校
長
会
常
任
理
事 

高
橋

　
清
之

・
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長 

金
谷

　
　
茂

・
県
P
T
A
連
合
会
副
会
長 

川
村
　
　
清

　
今
年
度
は
、
県
内
31
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
30
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
計
61
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、

次
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し

た
。入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

「
全
国
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出

展
さ
れ
ま
す
。
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